
一緒に考えましょう！

11月29日【金】18：30～20：30

大阪民医連（会場開催・オンライン開催）

大阪市中央区南本町2-1-8創建本町ビル2階

参加申し込み↑

ご存じでしょうか？
厚労省は2026年4月から、介護情報等を電子的に閲覧できる情報基盤の運用を開始し、

マイナンバーカードを使って介護保険被保険者証を廃止（ペーパレス化）する方
針を打ち出しています。
ケアマネジャーをはじめ介護現場の「事務負担に軽減」を前面にして推進されよう

としており、介護現場ではほとんど理解されることなく進められようとしています。
保険証廃止問題イロハから、介護保険証のペーパーレス化で

ケアマネジャーと利用者はどうなるのか！？を考えます。

◆自治体情報政策研究所代表 黑田 充 氏
講師

主催：大阪社会保障推進協議会 介護保険対策委員会

介護保険証廃止問題学習会

１ マイナンバーカードによる健康保険証廃止とは 黑田 充 氏

２ 介護情報基盤整備とマイナンバーカードによる介護保険証
廃止への動向 大阪社保協介護保険対策委員会

３ 介護現場の状況ケアマネジャーの仕事と疑問

内容

主催 大阪社会保障推進協議会・介護保険対策委員会
問い合わせ：osakasha@poppy.ocn.ne.jp
問い合わせ窓口：大阪民医連（介護担当）06-6268-3970

ミーティングID:88575822476
パスコード: 067679

※資料は前日、大阪社保協のホームページにアップします。会場参加の方には資料を配布致します。

※受付18：00～

参加費無料！
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